




　アジア 10 か国から原子力技術セミナー「放射線基礎教育」に参加した研修生 16 名と、文部科学省からスーパー
サイエンスハイスクール（SSH）に指定されている茨城県立水戸第二高等学校の生徒 38 名が、合同で放射線の性
質やサーベイメータの使い方を学ぶ実習を行いました。
　本合同実習では、アジア各国からの研修生と高校生が互いに協力しながら、身の回りにある自然の物質から出て
いる放射線の強さを測定したり、物質からの距離や遮へいにより、放射線の測定値が変化することを確かめたりして、
放射線に関する知識を深めました。初めは緊張した面持ちの高校生も、時間が経つにつれて次第に研修生と打ち解け、
和やかな雰囲気の中で実習を進めることができました。
　実習終了後、高校生からは放射線についてよく理解できただけでなく国際交流の機会を持つことができ、大変有
意義な時間であったとの感想が寄せられまし
た。また、研修生からはサーベイメータの使い
方を知ることができたことはもちろん日本の
学生と触れ合うことができ、とても貴重な経験
になったとの感想がありました。本コースの
研修生は、各国の原子力に関する機関におい
て広報活動や学校教育行政に携わる人々や学
校の教員であるため、今回の合同実習は、今
後各国で放射線や原子力に関する知識の普及
を進めるうえでとても良い経験となりました。

※ＳＳＨ：将来の国際的な科学技術関係人材
を育成するため、文部科学省が指
定した先進的な理数教育を実施す
る高等学校等

茨城県：高校生と海外研修生との放射線測定合同実習

　東海村は原子力機構を初め、研究機関や原子力関連施設が
多数立地しており、外国人も多く居住しています。このため、
日ごろから外国人居住者と地元住民との交流活動も活発に
行われていますが、今回、地元中学生と ITC 研修生との教
育研修交流を、ITC「環境放射能モニタリング」ならびに「原
子力 / 放射線緊急時対応」の合同カリキュラムとして実施し
ました。
　東海中学校から 4 名、東海南中学校からは 5 名の生徒が
参加し、二人一組または一人で、「私たちの故郷・東海村」、「日
本の伝統食」、「茨城の有名なもの」、「古都・京都、奈良」、「学
校行事」のテーマで英語にて発表を行いました。引き続き 3
名の ITC 研修生がそれぞれ母国の文化、風土、伝統料理な
どを紹介しました。その後、中学生と ITC 研修生は幾つか
のグループに分かれ、色々な話題について英語で会話を楽し
みました。どのグループからも笑い声があがり、とても会話
が盛り上がっている様子でした。
　中学生にとっては、これまで勉強してきた英語を使う良い
機会が得られたと同時に、外国人との交流を通じてより国際
的な考え方を身につける良いきっかけとなりました。ITC 研
修生にとっては、日本の文化や若者について知ることがで
き、互いに意義深い教育研修交流となりました。

東海村：中学生との国際教育交流
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TOPICS：国際交流活動 〜原子力立地地域へ の貢献〜



　ベトナムには人材育成の戦略的な理念があり、その中には三つの優先項目があります。最初の優先項目は、熱水

力、原子炉物理、核化学など、原子力の各分野でトップクラスの専門家を育成することです。次に、優秀な学生を

海外の大学に送り、修士・博士課程で勉強させること。三つ目は、原子力工学部を設立するための大学改革です。

VINATOMの理事長として、組織内だけでなく、ベトナム国内の人材育成も含めたすべての運営責任を担っていま

す。VINATOMは人材育成理念に基づき、保有する人的資源や研究施設を有効活用しながら、ベトナム国内におけ

る原子力分野での教育プログラムをけん引しなければなりません。すでにいくつかの大学と協力協定を結び、人材

育成の分野で連携強化を図っています。例えば、研究者を客員講師として大学へ派遣したり、実験施設を開放した

り、また、VINATOMの原子力研修センターにおいて学生向けの研修を開催しています。

Q A ベトナムにおける原子力人材育成の基本理念を教えて下さい。

　原子力機構が提供する研修は、研究者が専門的なキャリアを築いていく上でたいへん有益だと思います。多く

のVINATOM所属の研究者もITPに参加し、日本人専門家のもとで勉強することができ、たいへん感謝しています。

ITPは、われわれの人材育成理念である三つの優先項目を達成させるための重要なステップであり、研修参加の機

会を国内の人材育成のため、最大限に活かしたいと考えています。過去3～4年は学生を含めた優秀な人材を主に

日本、ロシア、韓国などの外国に派遣して来ました。今後は、ベトナム国内の研究者が原子力分野における専門知

識・技術を更に向上できるような長期的な研修や、研究機関との共同研究の機会を日本が提供してくれることを期

待しています。

Q A ITPの評価と日本への期待を聞かせてください。

ベトナム原子力研究所（VINATOM）
理事長　Dr. Tran Chi Thanh
　　  　　　 チャン  チー  タイン

ベトナム科学技術院の前身であるベトナム国立
科学技術研究所に入所し、発電システムに関わ
る様々なプロジェクトに参画。その後、ベトナ
ム側科学技術者の代表として9年にわたりロシ
アにおける水力発電所プロジェクトに参加。ベ
トナム国内初となる原子力発電所の予備調査
開始を契機に原子力に携わり、本調査の終了
後、スウェーデンにて原子力安全の博士号を取
得。帰国後は、エネルギー研究所に3年ほど勤め、
2012年から現職。

略　歴
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海外インタビュー



タイ

トルコ

　現在トルコには二基の研究炉があります。トルコ

初の研究炉は、1962年にイスタンブールのチェクメ

ジェ原子力研究訓練センター(ÇNAEM)に設置され

た出力1MWのTR-1研究炉です。TR-1は、研究及び

工業用・医療用の同位体製造を目的とし、1977年ま

で運転を行った後、解体されました。その後継とし

て、出力5MWのスイミングプール型研究炉TR-2が

同じ建屋内に建設され、1981年に初臨界を達成しま

した。TR-2は、1984年から1994年までは最大出力

の5MWで主に照射目的のため運転され、1995年から2009年の間は原子炉建屋の耐震性再評価が必要となったため低出

力で運転を行いました。原子炉建屋の耐震補強工事は2013年に完了し、現在は5MWで稼働中です。燃料には低濃縮ウ

ランの板状燃料を使用し、同位体製造、教育、訓練、研究等に利用されています。

　トルコ二つ目の研究炉は、イスタンブール工科大学（ITU）に設置されたTRIGA MARK II炉で、1979年に初臨界を

達成しました。炉心はタンクに囲まれたプール底部に設置され、燃料には低濃縮ウラン、冷却材には軽水、反射体には

黒鉛と軽水を使用しています。定常運転では最大熱出力250kWですが、パルス運転では0.01秒という短時間の間ですが

1200MWの高出力を発生させることが可能です。教育、訓練、研究等に利用されています。

　1962年10月にタイ研究炉1号炉（TRR-1）は、タ

イ国内で初となる臨界を達成しました。TRR-1

は、最大熱出力１MWのスイミングプール型研究炉

で、燃料には高濃縮ウランを、減速材と冷却材には

軽水を用いていました。MTR型の板状燃料要素と黒

鉛反射体要素を格子状に配置して構成した炉心は水

深6mの位置に設置され、炉心の冷却は、冷却材の自

然循環により行いました。TRR-1は炉心変更のため

1975年に運転を停止し、高濃縮板状燃料を用いた炉

心は、低濃縮のTRIGA燃料を用いた炉心へと改造され、名称もタイ研究炉1号炉/改造1（TRR-1/M1）と改められまし

た。TRR-1/M1は1977年より運転を開始し、濃縮度20％のウランを燃料中に重量割合で4.5％含有するTRIGA燃料を

使用していました。しかしながら、原子炉を高稼働率で運転したため燃料の消耗も早く、そこで、ウランの重量割合を

20％に高めたTRIGA燃料（可燃性毒物としてエルビウムを含有）を1980年に導入しました。TRR-1/M1は、TRIGA燃

料を使用しているため、その炉心特性や運転特性、安全性などは、典型的なTRIGA型炉と同様です。TRR-1/M1は、最

大熱出力が1.2MWに引き上げられ、（1）医療用、工業用、農業用の放射性同位元素製造、（2）中性子ビーム実験、中

性子ラジオグラフィ、即発ガンマ線放射化分析、（3）原子力分野や他の分野における応用研究、（4）原子炉の基本特

性の理解や運転訓練のための研修、（5）放射化分析、などの目的で利用されています。

アジアの研究炉
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ITU TRIGA MARKⅡTR-2

TRR-1/M1



〒319-1195　茨城県那珂郡東海村大字白方2番地4
TEL: 029-282-6748　FAX: 029-282-6543　http://nutec.jaea.go.jp

コース名 開催期間 開催案内 締切 結果通知 実施場所 招へい者数

ITC

 原子炉工学Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ  	2017年	 8月	21日	～	10月	13日

2017年3月上旬

2017年4月下旬 2017年5月下旬 東海 	 18名

 環境放射能モニタリング  	2017年	 6月	19日	～	 7月	28日
2017年4月上旬 2017年5月上旬

東海 	 6名

 原子力/放射線緊急時対応  	2017年	 6月	19日	～	 7月	28日 東海 	 8名

セミナー

 原子力プラント安全  	2017年	10月	16日	～	11月	10日 2017年4月下旬 2017年6月上旬 2017年7月中旬 敦賀 	 10名

 原子力行政  	2017年	11月	20日	～	12月	 8日 2017年4月下旬 2017年6月上旬 2017年7月中旬 敦賀 	 10名

 放射線基礎教育  	2017年	11月	 6日	～	11月	17日 2017年6月中旬 2017年7月中旬 2017年8月中旬 東海 	 14名

 原子力施設立地  	2018年	 1月	15日	～	 1月	19日 2017年4月下旬 2017年6月上旬 2017年7月中旬 敦賀 	 7名
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日本原子力研究開発機構 原子力人材育成センター 国際原子力人材育成課

Japan Atomic Energy Agency

国立研究開発法人

国名 機関名
バングラデシュ バングラデシュ原子力委員会
インドネシア インドネシア原子力庁

カザフスタン カザフスタン国立原子力センター
核物理研究所

マレーシア マレーシア原子力庁
モンゴル モンゴル原子力委員会
フィリピン フィリピン原子力研究所

サウジアラビア アブドラ国王
原子力・再生可能エネルギー都市

スリランカ スリランカ原子力委員会
タイ タイ原子力技術研究所
トルコ トルコ原子力庁
ベトナム ベトナム原子力研究所

●海外協力機関（2016年度講師育成事業への参加実績国）

●2017年度講師育成事業年間計画

●編集後記
　誌面に掲載する写真を選ぶために、研修中に撮影した
数多くの写真を一枚一枚見直しました。どの写真の研修
生も活き活きとした笑顔や真剣な面持ちで、皆を懐かし
く思うと同時に、この事業に携われる喜びを感じられた
ひと時でした。まもなく新年度となりますが、次の研修
生を迎えるのが今から楽しみです。
　二年前から発行しているニュースレターですが、毎号
誌面を刷新しています。今号ではデザインを一新し、さ
らに、特集記事として本事業で行った国際交流活動を紹
介しました。水戸市の高校生と外国人研修生との交流は
これで3回目、東海村の中学生と外国人研修生との交流は
今回が初の試みです。参加した高校生、中学生、研修生
いずれからも、大変楽しく有意義な時間を過ごせたとの
声が寄せられました。今後も、原子力施設の立地地域で
ある東海村にて、若い世代がより国際的な視野を持つこ
とが出来るように、このような活動を続けていきたいと
思います。

（合計：73名）

　この事業は、これまでITP参加国において非常に多くの人材
を育成してきました。既に一定のレベルに達した人材が揃い
始め、そろそろ各人の専門性を高めるための、水準の高い講
義が適切な国もあります。一方、新規に参加した国などでは、
技術者の絶対数がまだまだ足りずに、これまで通り、比較的
広範囲の基礎的な内容を教える研修も重要であります。難し
いことですが、なるべくきめ細かな対応で参加各国のレベル
に合致した、有意義な研修を実施していきたいと思います。

　我が国はむしろ文化輸入が得意で、当時最新文化の仏教を
教えるために、中国から揚州大明寺の住職・鑑真が、いわば
FTCスペシャリストして来日したのは8世紀のことです。とこ
ろで大明寺の仏塔と我が国の仏塔の外観は、その差は歴然で
す。多雨の気候に合わせてひさしが深く設計された我が国の
仏塔は、その過酷な立地にもかかわらず、遙かに長い寿命を
得ています。我々も、単に技術をお教えするだけでなく、教
わった技術を国情にあわせて活かしていく知恵の重要さもお
伝えしていきたいと思います。

Q A

Q A

講師育成事業の将来像

アジアにおける日本の役割

●センター長インタビュー

沢　井　友　次
国立研究開発法人
日本原子力研究開発機構
原子力人材育成センター長


